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う
つ
病
は
、
気
分
が
沈
む
、

興
味
や
喜
び
と
い
っ
た
感
情
の

減
退
、
疲
労
感
な
ど
が
２
週
間

以
上
続
く
状
態
で
す
。

　
世
界
人
口
の
３
〜
５
％
が
う

つ
病
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果

も
あ
り
、
決
し
て
珍
し
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
有

効
な
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い

る
の
で
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
放
っ
て
お
く

と
、
自
殺
に
至
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
周
囲
の
人
も
変
化
に
気

づ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
う
つ
病
の
主
な
症
状

ゆ
う
う
つ
、
元
気
が
な
い
、
絶

望
感
、
悲
壮
感
、
自
責
、
イ
ラ

イ
ラ
、
自
殺
願
望

　や
る
気
が
な
い
、
注
意
力
・
決

断
力
・
集
中
力
の
低
下

食
欲
不
振
、
味
覚
異
常
、
不
眠

全
身
倦
怠
感
、
頭
痛
、
吐
き
気

め
ま
い
、
腹
痛
、
便
秘
・
下
痢

体
重
減
少
、
性
欲
減
少

�

　
う
つ
病
の
治
療

　
身
体
が
病
気
に
な
っ
た
り
、

け
が
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
よ
う
に
、
心
の
調
子
を
崩
す

こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で

す
。
身
体
の
こ
と
で
は
病
院
に

行
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
だ

り
と
対
応
す
る
人
も
、
心
の
こ

と
は
一
人
で
悩
ん
で
い
る
だ
け

と
い
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
不
調
が
長
引
く

時
に
は
早
め
に
対
応
し
ま
し
ょ

う
。

　
仕
事
や
家
事
な
ど
か
ら
離
れ

て
徹
底
的
に
心
身
を
休
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
失
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
充
電
し
ま
し
ょ
う
。

　
抗
う
つ
剤
や
抗
不
安
剤
の
内

服
に
よ
り
、
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
自
律
訓

練
法
な
ど
を
通
し
て
、
問
題
解

決
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
お
か
し
い
な
？�

　
う
つ
病
か
な
？�

　
と
思
う
人
へ
の
接
し
方

○
ま
ず
休
ま
せ
る

　
何
日
か
休
み
を
と
っ
て
心
身

を
休
ま
せ
る
よ
う
勧
め
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

○
無
理
に
誘
わ
な
い

　
飲
み
会
や
旅
行
な
ど
、
本
人

が
乗
り
気
で
な
い
と
き
に
は
負

担
に
な
り
ま
す
。

○
「
頑
張
っ
て
」
は
禁
句

　
励
ま
し
の
つ
も
り
で
も
、
か

え
っ
て
本
人
を
追
い
詰
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
話
を
ゆ
っ
く

り
聞
く
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

軽
々
し
く
批
判
、
否
定
、
賛
成

は
し
な
い
こ
と
で
す
。

○
相
談
内
容
は
秘
密
に
す
る

　
や
む
を
え
ず
他
の
人
に
話
す

場
合
は
本
人
の
了
解
を
得
ま
し

ょ
う
。

○
早
急
に
結
論
を
出
さ
な
い
よ

う
助
言
す
る

　
退
職
や
離
婚
な
ど
の
重
大
な

決
定
は
先
延
ば
し
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
専
門
機
関
に
相
談
す
る
よ
う

に
す
す
め
る

　
早
期
対
応
が
何
よ
り
大
切
で

す
。
役
場
福
祉
保
健
課
や
吉
田

保
健
所
へ
相
談
し
た
り
、
精
神

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

□
予
約
先

　
吉
田
保
健
所

　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
１
ー
２
ー
５

　
℡
０
５
５
５
・
２
４
・
９
０
３
５

□
日
　
時

　
原
則
と
し
て
第
２
・
４
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
今
後
の
予
定
は
、
２
月
25
日
、

３
月
10
・
24
日
で
す
。

健康福祉メモ�

ス
ト
レ
ス
が
引
き
起
こ
す�

心
の
病
気
「
う
つ
病
」�

感  

情  

面�

休
　
養�

薬
物
療
法�

精
神
療
法�

意  
欲  

面�
身
体
の
不
調�

　平成１６年２月１日から７日までの一週間は、生活

習慣病（旧：成人病）予防週間です。�

　生活習慣病の予防には 「バランスのとれた栄養」  

「適度な運動」  「十分な休養」が必要です。毎日の

心がけが予防の第一歩です。この機会に見直してみま

しょう。�

精
神
保
健
福
祉�

　
　
　
　
相
談
の
ご
案
内�

《
心
の
不
調
》�

《
身
体
の
不
調
》�



 

　
私
た
ち
の
口
の
中
に
は
、
通
常
28
本

（
親
知
ら
ず
を
入
れ
る
と
32
本
）
の
永

久
歯
が
あ
り
、
全
て
の
歯
に
、
歯
の
種

類
別
の
役
割
（
歯
の
役
割
参
照
）
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
の
種
類
に
よ
っ

て
抜
け
た
と
き
の
影
響
が
異
な
り
ま
す
。

　
入
れ
歯
と
の
お
付
き
合
い
は
「
入
れ

る
」
と
決
め
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

作
る
前
に
自
分
に
は
ど
ん
な
入
れ
歯
が

必
要
な
の
か
、
自
分
の
歯
や
入
れ
歯
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
例
え
ば
〉

①
前
歯
や
奥
歯
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
本
以

上
抜
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
食
べ
物
を
噛

ん
だ
り
、
細
か
く
す
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。

②
歯
が
全
部
抜
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
食

べ
物
を
噛
ん
だ
り
話
を
し
た
り
す
る
と

き
に
、
支
障
が
出
ま
す
。
ま
た
、
物
を

飲
み
込
む
行
為
に
も
影
響
し
ま
す
。

　　　
歯
を
無
く
し
た
後
に
入
れ
歯
を
入
れ

な
い
で
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
や

障
害
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
★
（
下
図
参
照
）

※
歯
が
抜
け
て
も
食
べ
物
を
噛
ん
だ
り
、

話
し
た
り
す
る
こ
と
に
、
あ
ま
り
問
題

が
な
い
と
自
分
が
感
じ
る
場
合
で
も
、

歯
科
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
実
際
に
入
れ
歯
を
作
る
際
も
分
か

ら
な
い
こ
と
（
完
成
ま
で
の
日
数
や
費

用
、
入
れ
歯
の
種
類
等
）
は
質
問
す
る

な
ど
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

高齢者の介護に関する相談は、下記までご連絡下さい。�

忍野村在宅介護支援センター（忍野村保健福祉センター内）　TEL 20-5211（直通）�

　今月は「入れ歯」について紹介します。�

さ わ や か 介 護 通 信�

入
れ
歯
が
必
要
に
な
る
の
は
、
食
生�

活
や
会
話
に
不
自
由
を
感
じ
る
場
合�

入
れ
歯
を
入
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、�

こ
ん
な
問
題
が
起
こ
る�

歯には�
それぞれ役割が�

ある�
上　顎�

下　顎�

じょう� がく�

か� がく�

右� 左�

前　  歯�

奥　  歯�

・おもに食べ物を噛み切る。�
・正しい発音をするのに大切。�
・前歯がそろっていると、若々しく清潔な�
　印象をあたえる。�

・小臼歯でかたい食べ物を砕き、大臼歯で�
　さらにそれをすりつぶす。�
・からだのバランスを保つ。�
・重いものをもったり、スポーツをすると�
　きなど、瞬発力を出すときに重要。�
・奥歯がそろっていると、口の周囲にしわ�
　がよらず、若々しさを保つ。�

中切歯�
側切歯�
犬歯�
第1 小臼歯�
第2小臼歯�

第1 大臼歯�
第2大臼歯�

（親知らず）�

第2大臼歯�
第1 大臼歯�

第2小臼歯�
第1 小臼歯�

犬歯�
側切歯�
中切歯�

食べ物がはさまりや�
すくなり、残った歯�
がむし歯になりやす�
くなる。�

歯ならびや噛み合わ�
せに影響が出て、歯�
周病や顎関節症の原�
因になる。�

食べ物が口からこぼ�
れて、食事の楽しみ�
が半減する。�

話をする時に息がも�
れて、きちんとした�
発音ができなくなる。�

上手に噛めないこと�
で消化不良をおこす。�

口のなかがよごれや�
すくなる。�

歯が抜けていると、�
見た目にも印象が悪�
くなる。�

がく     かん      せつ   しょう�
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���

65�
  

日
野
原
重
明 

（
ひ
の
は
ら
・
し
げ
あ
き
） 

著�
  

乙
武
　
洋
匡 

（
お
と
た
け
・
ひ
ろ
た
だ
） 

著�

　
65
と
は
、
こ
の
注
目
の
二
人
の
年

齢
差
。
五
体
不
満
足
を
出
版
し
た
時

の
自
分
は
未
熟
だ
っ
た
と
語
る
27
歳

。
健
康
が
許
せ
ば
、
年
若
い
友
と
競

技
場
で
プ
レ
イ
し
て
み
た
い
と
語
る

92
歳
。
注
目
の
二
人
が
語
る
究
極
の

人
生
の
選
択
。�

�

人
生
と
親
友
に
な
れ
る
生
き
方�
    

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト 

著
　

　
あ
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
子
ど
も

が
育
つ
魔
法
の
言
葉
」
の
著
者
が
書

き
下
ろ
し
た
人
生
の
指
南
書
。
「
い

い
人
生
だ
っ
た
」
と
言
え
る
よ
う
な

生
き
方
し
て
い
ま
す
か
。
大
事
な
こ

と
を
見
逃
し
、
聞
き
逃
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
人
生
の
半
分
を
眠
っ
て
過
ご

し
て
い
る
よ
う
な
人
に
送
る
目
覚
ま

し
本
。�

�
野
村
萬
斎 

Ｗ
ｈ
ａ
ｔ 

ｉ
ｓ 

狂
言�

 

　  
野
村
萬
斎 

（
の
む
ら
・
ま
ん
さ
い
）  

著�

　
テ
レ
ビ
で
の
「
や
や
こ
し
や
〜
」

の
囃
し
言
葉
は
、
振
り
付
き
で
子
ど

も
た
ち
の
間
で
も
大
流
行
し
て
い
る
。

伝
統
的
な
美
し
い
日
本
語
を
残
し
、

時
空
を
越
え
て
愛
さ
れ
る
狂
言
。
狂

言
の
全
て
が
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い

ま
す
。�

�

「
北
の
国
か
ら
」
へ
の
手
紙�

 

フ
ジ
テ
レ
ビ「
北
の
国
か
ら
」制
作
ス
タ
ッ
フ
編�

　
シ
リ
ー
ズ
放
映
さ
れ
て
い
た
「
北

の
国
か
ら
」
の
22
年
間
に
は
、
ス
タ

ッ
フ
に
も
キ
ャ
ス
ト
に
も
、
そ
し
て

お
茶
の
間
の
視
聴
者
に
も
様
々
な
事

が
あ
っ
た
。
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
は

じ
め
て
明
か
さ
れ
る
「
北
の
国
か
ら
」

の
も
う
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
本
当

の
ド
ラ
マ
は
こ
れ
か
ら
。�

�

超
テ
ク
〜
こ
れ
が
日
本
の
底
力
だ
〜�

  

　
　
　
　
　
　
　  

日
経
産
業
新
聞 

編�

　
ハ
イ
テ
ク
・
現
場
技
能
者
の
練
達

の
技
・
伝
統
作
業
の
貴
重
な
知
恵
な

ど
を
融
合
し
た
技
術
を
こ
こ
で
は
、

超
テ
ク
と
名
づ
け
て
い
る
。
日
経
産

業
新
聞
連
載
の
「
超
テ
ク
」
「
超
テ

ク
人
」
「
超
テ
ク
国
」
を
加
筆
修
正
。

「
超
テ
ク
」
で
ダ
ン
ト
ツ
の
強
さ
を

誇
る
、
日
本
の
製
造
業
の
現
場
こ
こ

に
あ
り
。�

�

来
た
、見
た
、撮
っ
た
、！ 

北
朝
鮮�

     

山
本
皓
一 

（
や
ま
も
と
・
こ
う
い
ち
）  

著�

　
い
ま
や
、
そ
の
行
動
に
全
世
界
が

注
目
の
北
朝
鮮
。
そ
の
昔
「
極
東
の

パ
リ
」
と
も
称
さ
れ
た
平
壌
と
地
方

の
生
活
水
準
の
極
端
な
落
差
を
カ
メ

ラ
は
追
う
。
カ
メ
ラ
が
追
っ
た
、
独

裁
国
家
23
年
間
の
記
録
。�

����

フ
ェ
イ
マ
ス
・
フ
ァ
イ
ブ�

　 

　 

エ
ニ
ー
ド
・
ブ
ラ
イ
ト
ン 

作�

　
他
人
と
の
交
わ
り
が
苦
手
な
女
の

子
が
、
い
と
こ
た
ち
と
の
冒
険
を
通

し
て
、
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
殻
の
中

か
ら
抜
け
出
し
成
長
し
て
い
く
様
子

が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
で
、
60
年
に
も
渡
り
、
読

み
継
が
れ
て
き
た
こ
の
冒
険
シ
リ
ー

ズ
が
や
っ
と
日
本
に
登
場
。�

バ
ッ
ド
・
ボ
ー
イ�

 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ン
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ 

作
　�

　
数
々
の
青
春
小
説
を
描
い
て
き
た
、

マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
自
叙
伝
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ハ
ー
レ
ム
、
何
と
も
言
え
な

い
魅
力
と
危
険
な
匂
い
が
す
る
街
。

そ
こ
で
、
養
父
母
に
育
て
ら
れ
た
彼

が
、
人
種
の
壁
や
、
人
生
へ
の
期
待

と
挫
折
に
苦
し
み
な
が
ら
も
成
長
し

て
い
く
過
程
が
生
々
し
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。�

�������������

図
書
館
を�

　  

ご
利
用
く
だ
さ
い�

●
お
は
な
し
ゆ
り
か
ご�

　
２
月
４
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分�

●
お
は
な
し
探
検
隊�

　
２
月
７
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら�

月
の
休
館
日�

毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。�

月
曜
日
が
祝
祭
日
の
時
は
火
曜
日

も
休
館
と
な
り
ま
す
。�

２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
27

日
が
休
館
と
な
り
ま
す
。�

２�

　
図
書
館
で
は
、
読
み
た
い
本
や
気
に

な
っ
て
い
る
本
を
お
探
し
し
ま
す
。
知

り
た
い
事
や
調
べ
た
い
こ
と
の
お
手
伝

い
も
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
館
内
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
端
末
も
あ
り
、
利
用
者
の
方
な
ら

誰
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
時
間
制
限
あ
り
）

おしの  パブリック  ライブラリー�

　１月９日に行われた大型かるた大会は、参加17チームにより、熱戦が繰り広
げられました。当日の参加チームや対戦の様子が館内に写真で掲示してあります
。�

！�！�優　勝 ゆきだるまチーム� 準優勝 ミニモニチーム� 第3位 ゴールド・キングチーム�

※
２
月
生
ま
れ
の
お
友
達
は�

　
　
　
　
　
　
　
必
ず
来
て
ね
。�
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平
成
15
年
12
月
26
日
執
行
の
入
札

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

※
落
札
価
格
に
消
費
税
は
含
ま
ず
。

�

●
村
道
奥
山
尾
田
線
改
良
舗
装
工
事�

（
入
札
番
号
第
15
ー
18
号
）

落
札
業
者
　
㈲
柏
木
土
木

落
札
価
格
　
１
５
、
４
０
０
、
０
０
０
円

●
村
道
太
田
和
線
改
良
工
事�

（
入
札
番
号
第
15
ー
19
号
）

落
札
業
者
　
小
山
田
建
設
㈱

落
札
価
格
　
　
９
、
４
０
０
、
０
０
０
円

●
村
道
地
の
粉
沢
線
改
良
工
事�

（
入
札
番
号
第
15
ー
20
号
）

落
札
業
者
　
天
野
建
設
㈱

落
札
価
格
　
１
０
、
５
０
０
、
０
０
０
円

●
江
籠
丸
尾
一
号
線
配
水
管
布
設
工
事�

（
入
札
番
号
第
15
ー
21
号
）

落
札
業
者
　
㈱
渡
清
興
業

落
札
価
格
　
　
３
、
３
５
０
、
０
０
０
円

●
忍
野
村
公
共
下
水
道
工
事�

　
　
　
　
（
15
ー
単
ー
７
）�

（
入
札
番
号
第
下
ー
15
ー
７
号
）

落
札
業
者
　
㈱
湯
山
建
材

落
札
価
格
　
　
１
、
２
９
０
、
０
０
０
円

　
平
成
16
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
児
童
を
次
に
よ
り
募

集
い
た
し
ま
す
。

□
受
付
日

　
平
成
16
年
２
月
９
日
㈪
よ
り

　
　
　
　
　
２
月
20
日
㈮
ま
で

□
受
付
場
所

　
忍
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
福
祉
保
健
課
）

□
対
象
児
童

　
忍
野
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
１

〜
３
年
の
留
守
家
庭
児
童
（
共
働
き

等
で
日
中
親
等
が
家
庭
に
い
な
い
児

童
）

□
開
設
時
間

　
午
後
２
時
〜
午
後
６
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
日
）

　
但
し
、
夏
・
冬
休
み
等
長
期
休
み

は
、
休
業
日
を
除
き
、

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

□
利
用
料
　
月
１
、
０
０
０
円

□
募
集
予
定
数
　
50
人

□
そ
の
他

　
募
集
予
定
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、

学
童
ク
ラ
ブ
入
会
基
準
に
よ
り
判
定

し
、
優
先
順
位
の
高
い
児
童
か
ら
順

次
入
会
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
会
申
込
書
等
の
書
類
は
、

忍
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

保
健
課
）
窓
口
に
２
月
初
旬
よ
り
置

い
て
あ
り
ま
す
。

□
お
問
い
合
わ
せ
先

　
忍
野
村
役
場
　
福
祉
保
健
課

　
児
童
福
祉
担
当
　
志
村
ま
で

　
℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
５

　
教
育
委
員
会
で
は
、
住
民
自
主
企

画
講
座
の
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
募
集
要
項

①
対
　
象

　
県
内
に
在
住
、
在
勤
の
20
歳
以
上

の
方
で
、
各
種
学
習
活
動
を
現
在
実

践
ま
た
は
、
今
後
活
動
を
希
望
し
て

い
る
方
。

②
テ
ー
マ
・
内
容

　
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
環
境

・
親
子
で
参
加
で
き
る
講
座
・
国
際

　
交
流
等
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

③
開
設
の
要
件

　
講
師
と
し
て
の
謝
礼
は
、
受
講
者

の
受
講
料
か
ら
支
払
い
ま
す
。

　
講
座
の
Ｐ
Ｒ
、
受
講
生
の
募
集
、

会
場
の
確
保
は
教
育
委
員
会
が
行
い

ま
す
。

　
受
講
生
が
５
名
以
上
集
ま
ら
な
い

場
合
は
、
講
座
が
成
立
し
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

④
提
出
書
類

　
講
師
申
込
書
が
教
育
委
員
会
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。

□
書
類
の
提
出
先

　
忍
野
村
教
育
委
員
会

　
℡
０
５
５
５
・
８
４
・
２
０
４
２

（
募
集
期
間 

平
成
16
年
３
月
15
日
ま
で
）

□
場
　
所

　
原
則
と
し
て
村
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

村
民
体
育
館
を
利
用
す
る
。

※
期
間
と
回
数

　
平
成
16
年
度
内
で
回
数
は
自
由
設

定
と
す
る
。

※
時
　
間

　
原
則
と
し
て
１
講
座
90
〜
１
２
０

分
程
度

　焼
却
施
設
を
使
用
し
な
い
で
廃
棄
物

を
焼
却
処
分
す
る
、
通
称
「
野
焼
き

」
が
全
国
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　
平
成
９
年
12
月
１
日
施
行
の
「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
（
廃
棄
物
処
理
法
）
の
改
正
に

よ
り
、
廃
棄
物（
ご
み
）の
処
理
基
準

で
は
「
焼
却
の
際
に
は
焼
却
施
設
を

用
い
て
焼
却
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
焼
却
に
つ

い
て
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　　
廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
（
平
成
十

三
年
四
月
一
日
施
行
）
で
は
、
野
外

焼
却
（
通
称
／
野
焼
き
）
に
つ
い
て

明
確
な
基
準
を
も
っ
て
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
ご
み
の
減
量
と
し
て
野

焼
き
（
小
型
焼
却
炉
・
ド
ラ
ム
缶
を

含
む
）
な
ど
を
行
っ
て
い
た
方
も
、

今
後
は
村
の
ゴ
ミ
収
集
に
出
し
て
下

さ
い
。

１
、
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の

　
焼
却
や
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た

　
枝
木
の
焼
却
な
ど

２
、
「
ど
ん
ど
焼
き
」
な
ど
の
宗
教

　
上
の
行
事
を
行
う
場
合

３
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を

　
行
う
場
合

４
、
病
害
虫
の
付
着
し
た
木
の
枝
の

　
焼
却

５
、
焚
き
火
な
ど
の
そ
の
他
日
常
生

　
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃

　
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も

　
の
（
周
辺
環
境
に
迷
惑
が
か
か
ら

　
な
い
こ
と
）　

　
こ
れ
ら
の
焼
却
を
行
う
と
き
は
必

ず
消
防
署
に
届
出
を
し
て
か
ら
焼
却

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
右
記
の
廃

棄
物
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
火
災
な

ど
に
注
意
し
周
辺
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

　□
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
忍
野
村
役
場
　
地
域
振
興
課

　
環
境
担
当
　

　
℡
０
５
５
５
・
８
４
・
３
１
１
１
㈹

村
か
ら
の
お
知
ら
せ�

入 

札 
結 
果�

地
域
振
興
課
よ
り�

お
し
の
生
涯
学
習�

講
師
募
集
に
つ
い
て�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ�

募
集
に
つ
い
て�

平成16年度�

《
野
焼
き
禁
止
に
つ
い
て
》�

　
焼
却
禁
止
の
例
外�
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□
相
談
日

　
平
成
16
年
３
月
９
日
㈫

※
期
日
は
、
毎
回
奇
数
月
の
第
２
火

曜
日
で
す
。

　
普
段
お
悩
み
の
こ
と
、
気
に
か
か

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
相
談
料
　
無
　
料

□
受
付
時
間

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

□
相
談
時
間

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

□
対
象
者
　

　
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
、
忍
野

村
の
住
民

□
場
　
所

　
恩
賜
林
組
合

（
林
業
セ
ン
タ
ー
内
）

※
相
談
日
前
や
電
話
で
の
受
付
、
相

談
は
し
ま
せ
ん
。

□
お
問
い
合
わ
せ

　
恩
賜
林
組
合
　
演
習
地
対
策
課

　
℡
０
５
５
５
・
２
２
・
３
３
５
５
㈹

情 

報 
プ 
ラ 

ザ�

恩
賜
林
組
合
よ
り�

弁
護
士
に
よ
る �

 

“
無
料
法
律
相
談  

”の
お
知
ら
せ�

動
物
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て�

・
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。�

・
散
歩
時
の
糞
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。�

・
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。�

・
動
物
を
飼
う
と
き
は
、
不
妊
去
勢
手
術
を
！�

URL   http：//www.Yamanashi.plo.jda.go.jp    E-mail：hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

●応募希望者は下記までお問い合わせ下さい。�

（１）自衛隊山梨地方連絡部　大月募集事務所　住所　大月市御太刀２ー８ー10　　 電話　０５５４ー２２ー１２９８�
（２）自衛隊山梨地方連絡部　本　部　　　　　住所　甲府市北新１ー７ー９　　　 電話　０５５ー２５３ー１５９１（代）�

募集種目� 資　格�
区　分�

幹部候補生�

予備自衛官補�

一
般
・
技
術�

歯
科
・
薬
剤�

一
　
般�

技
　
能�

22歳以上26歳未満の者�
《２２才未満の者は�
　大卒（見込含）》�

18歳以上34歳未満の者�
�

18歳以上�
保有する技能に応じて�
５３～５５歳未満の者�
�

専門の大卒（見込含）�
２０歳以上３０歳未満�
《薬剤は２６歳未満の者�
（薬学修士学位取得者は�
２８歳未満）》�

願書受付期間� 第１次試験� 概　　　要�

平成16年�
４月上旬～５月上旬�

平成16年５月下旬�

第１回�
平成16年１月13日�
～平成16年４月９日�

第１回�
平成16年４月中旬�

第２回�
平成16年10月中旬�

第２回�
平成16年７月20日�
～平成16年10月15日�

第１回で採用予定者に達�
した場合、第２回は実施�
しない。�

入隊後約１年度�
３等陸・海・空尉�
大学院修士学位�
取得者は�
２等陸・海・空尉�

免許取得後�
歯科は�
２等陸・海・空尉�
�
薬剤科は�
入隊後約１年で�
３等陸・海・空尉�

３年間で５０日間�
訓練参加後予備自�
衛官として任用�

２年間で１０日間�
訓練参加後予備自�
衛官として任用�

平成16年度自衛官等募集案内�


